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古殿八幡神社例大祭
� やぶさめフェア

　10月10日、11日、町最大のイベントである古殿八幡神社例大祭・やぶさめフェアが古殿八幡神社で開催されま
した。
　古殿八幡神社は、康平７（1064）年、源頼義公が一時この地にて再

さいきょ

挙の期を待ち、その後京都の男山八幡宮を
訪れて祈

きせい

誓し戦に望んだところ、見事勝利を収めることができたので、それを記念して創建されたと言われてい
ます。また、流鏑馬は建久５（1194）年、将軍源頼朝公により竹貫領主に社領地が下

か し

賜されたことを記念して、
鎌倉鶴岡八幡宮で奉納されている笠懸・流鏑馬を古殿八幡神社の神事として奉納したことに起源しています。
　11日の本祭は、あいにくの雨となりましたが、町内外から多くの人が会場を訪れ、笠懸・流鏑馬では矢が的に
命中する度に歓声が上がっていました。雨の影響で野だては中止となりましたが、流鏑馬流し踊りや流鏑馬太
鼓、阿波踊り（東京都・足立区）、フラダンスのステージは予定通り行われ、会場は大いに盛り上がりました。
また、奉納大会である弓道大会、剣道大会も行われました。

　

笠
懸
広
場
を
早
足
で
右
回
り
に
３
回
ま

わ
っ
て
大
鳥
居
側
の
参
道
に
出
て
馬
を
駆
け

さ
せ
な
が
ら
、
馬
上
よ
り
社
務
所
屋
根
の
千ち

木ぎ

を
め
が
け
て
鏑か

ぶ
ら
や矢

を
放
つ
神
事
で
す
。

笠

懸

　

流
鏑
馬
は
笠
懸
の
時
と
同
じ
狩
り

衣
で
烏え

ぼ

し
帽
子
に
綾あ

や
い
が
さ

井
笠
を
被
り
、
狩

又
の
矢
３
本
を
入
れ
た
箙

え
び
らを
背
負
い
、

大
弓
を
持
ち
馬
を
駆
け
さ
せ
馬
上
よ

り
３
つ
の
的
を
射
る
神
事
で
す
。
ス

タ
ー
ト
よ
り
第
一
の
的
ま
で
が
35

メ
ー
ト
ル
、
第
一
か
ら
第
二
の
的
ま

で
が
70
メ
ー
ト
ル
、
第
二
か
ら
第
三

の
的
ま
で
が
70
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
道

で
行
わ
れ
ま
す
。

流
鏑
馬
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流 鏑 馬 大 会

優　勝　小平　　泉選手
� （論　田）

準優勝　岡部　保市選手
� （下山上）

第３位　岡部　光彦選手
� （竹　貫）

第４位　野崎　喜彦選手
� （田　口）

第５位　藤田　　哲選手
� （茨城県）

秋の陣

　第25回流鏑馬大会秋の陣は10月
10日、古殿八幡神社流鏑馬馬場で
開催され、町内外から19人の選手
が参加しました。
　選手たちは日ごろの練習の成果
を発揮し、論田の小平泉選手が優
勝しました。

行列に参加する岡部町長と濱津副町長

稚児行列剣道大会弓道大会

左
か
ら

一
番
役
者
　
水
野
　
浩
幸
さ
ん
（
竹
　
貫
）

二
番
役
者
　
矢
吹
　
正
勝
さ
ん
（
上
松
川
）

三
番
役
者
　
矢
吹
新
太
郎
さ
ん
（
仙
　
石
）

優勝した小平選手
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古
殿
町
敬
老
会
は
９
月
19
日
、
女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
招
待
者
数
（
９
月
15
日
ま
で
に
75
歳
と
な
っ
た
方
が
対
象
）
は
１
２
１
６
人
で
、

そ
の
う
ち
３
４
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
、「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
長
生
き
し
、
人
生
の
大
先
輩
と
し
て
こ
れ
ま
で

培
っ
た
豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
私
達
や
次
世
代
を
担
う
子
供
達
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者
を
代
表
し
て
、
出
席
者
の
中
で
最
高
齢

の
緑
川
マ
サ
さ
ん
（
下
山
上
）
に
記
念
品
の
座
布
団
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
金
婚

夫
婦
６
組
に
福
島
民
報
社
と
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

式
典
後
の
演
芸
で
は
、
こ
ど
も
園
の

園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
、
も
の
ま
ね
タ

レ
ン
ト
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
ひ
ば
り
さ
ん
、

そ
の
ま
ん
ま
美
川
さ
ん
、
ま
り
も
ち
ゃ

ん
に
よ
る
美
空
ひ
ば
り
、
美
川
憲
一
、

小
林
幸
子
の
そ
っ
く
り
も
の
ま
ね
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
！

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

古殿町
敬老会

記念品を受けとる緑川マサさん
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
る
ど
の
荘
に

お
い
て
、
９
月
15
日
、
入
所
者
の
敬
老
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
町
長
よ
り
、
１
０
０
歳
（
百
寿
）

を
迎
え
ら
れ
る
芳
賀
ミ
ネ
さ
ん
、
相
楽
ハ

ツ
さ
ん
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
及

び
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
95
歳
、
90

歳
の
方
３
人
に
敬
老
祝
い
金
、
85
歳
以
上

の
方
32
人
に
座
布
団
、
75
歳
以
上
の
方
47

人
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
会
よ
り
記
念
品
（
衣
類
袋
、

花
）
の
贈
呈
も
あ
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
こ
ど
も
園
の
園
児
42
人
が
体

操
や
手
遊
び
う
た
、
合
奏
を
披
露
し
た
ほ

か
、
入
居
者
の
ご
家
族
で
あ
る
水
野
勲
様

か
ら
も
民
謡
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ふるどの荘　敬老会

金
婚
夫
婦

上
松
川

�

佐　

川　

富
美
男
さ
ん

�

佐　

川　

和　

子
さ
ん

上
松
川

�

草　

野　

長　

幸
さ
ん

�

草　

野　

知　

子
さ
ん

上
松
川

�

　

賀　
　
　

繁
さ
ん

�
　

賀　

美
智
子
さ
ん

仙　
石

�

緑　

川　

誠　

一
さ
ん

�

緑　

川　

和　

子
さ
ん

論　
田

�

佐　

藤　

一
二
三
さ
ん

�

佐　

藤　

千
惠
子
さ
ん

下
山
上

�

佐　

藤　

亀　

吉
さ
ん

�

佐　

藤　

ミ
ヤ
ギ
さ
ん

祝状を受け取る相楽ハツさん
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　こんにちは。今夏の猛暑も一段落、涼しさを感じ始めた９月関東、東
北の一部での豪雨、福島県震災早くも５年目に入り復興の光が見えぬ様子を報道等

で見聞きする度に胸が痛みます。早い復興を祈ります。さて私事の季節はずれの珍事、少しの
ゴミ「生ゴミ」は、小さな庭の片隅の土に埋めております。ある時、土の中からニョキニョキとカボ
チャの芽が出て来、二本残し、その内花実に細長い実、日が経つにつれどんどん長く大きくなり、カ
ボチャでなくトウガンで各２ヶなり、なんと１ヶの重さが５キロ程の大きさ「写真」になり、又うら
なりに１ヶ、本物のカボチャ小さくなり、これまたびっくり、トウガンを食しましたらトウガンの味
でした。家族で不思議ね、カボチャも、トウガンも、ウリ科、原種はトウガンなのかな？　来年も同
じになるかと!!　余りびっくりする話でもないですが我が家には、今年の夏のビックニュースになり写
真１枚写してみました‘笑’。
　当ふるどの会も年を重ねて来年創立33年を迎える
事、町当局、会員皆様のご協力の賜物と感謝しており
ます。会員は年々減少してますが、私共の会ばかりで
はない様で、私時折県人会等に出席する機会がありど
ちらの会も、会員が減少している、又解散している会
もあるとの事、若い方に入会を呼びかけいかに存続し
ていくかという意見が多々耳にしました。ぜひ若い方
の入会をお待ちしております。
　会の交流会10月18、19日と秋の群馬・世界遺産
「富岡製糸工場」見学等、２日間楽しんで参りました。

東京ふるどの会　� 白石タカ子さん（仙石出身）旧姓　鈴木FU
RU
SA

TO E
NO TAYORI

ふるさ
と

� への便
り

9
  26

ス ナ ッ プ
ショッ

ト

　よーく狙って！

芳柳古殿会

　やったぁ！　勝利

伝統芸能保存かしわ会 走れ！　走れ！

こ
ど
も
園
運
動
会

芸
　
能
　
祭
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　八ヶ久保・薄木の獅子舞は、八ヶ久保北向に
ある湯殿山神社に氏子が奉納する獅子舞で、古
来より「八ヶ久保ささら」と呼ばれてきました。
現在は八ヶ久保・薄木の獅子舞と呼ばれ、10月
の第１日曜日に本祭りが行われています。

　その昔、論田村の信仰者が奥の院出羽三山に参詣し、御神札を受けられて、現在の山頂に安置し、
そしてこの山を湯殿山と呼び、村内の安全と五穀豊穣を祈願してきたと言われています。現在は、獅
子舞と祭礼も合併して奉納行事も盛大に行われるようになりました。

論田の獅子舞の特徴
・３頭の獅子のほかに、もう１頭大人の獅子がいる（全部で４頭）。
・大人の獅子が先頭を紋付袴姿で歩き、その後ろからハチマキをした子供、３頭の獅子と続く。
・太鼓の面に３つ巴の家紋。
・上下とも青色の衣装（赤いはっぴを着ているこ
ともある）

－八ヶ久保・薄木の獅子舞－

－論田の獅子舞－

町指定 重要無形民俗文化財

※写真は10月11日、古殿八幡神社例大祭に奉納された時のものです。

八ヶ久保・薄木の獅子舞の特徴
・赤い模様の着物に、下は緑色の唐草模様。
・首に２つ巴の家紋を巻いている。
・太鼓の面に模様は入っていない。
・花笠（着物姿に花笠を被った女の子）がいる。

　10月４日、町の重要無形民俗文化財に指定されている行事が各地で開催されました。代々受け継がれ
てきた伝統文化を、後世に継承するための取り組みが行われています。

10
    ４
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
る
ど
の
荘

�

開
所
10
周
年
記
念
式
典

交通安全テント村作戦を実施
� ー 秋の交通安全運動 ー

　

９
月
24
日
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
に

出
場
す
る
選
手
の
激
励
会
が
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
、「
国
体
に
出
場

す
る
こ
と
は
、
良
い
経
験
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。」
と
激

励
金
が
手
渡
さ
れ
、
出
場
す
る
選
手
た
ち

か
ら
は
「
県
の
代
表
と
し
て
、
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
で
す
。」
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
渡
邉
祐
希
選
手
が
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
優
勝
、
小
玉
和
寿

選
手
が
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
７
位
に
な
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

〇
自
転
車
競
技

　

緑
川　
竣
一

　
（�

下
山
上
・
県
立
西
郷
養
護

学
校
教
諭
）

・�

ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
、

　

４
㎞
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　

小
玉　
和
寿
（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）

　
（�

下
松
川
・
学
法
石
川
高
３
年
）

・�

団
体
追
抜
、
ポ
イ
ン
ト

レ
ー
ス

　

渡
邉　
祐
希
（
写
真
右
か
ら
３
番
目
）

　
（�

論
田
・
学
法
石
川
高
３
年
）

・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

水
野　
槙
人
（
写
真
右
か
ら
４
番
目
）

　
（�

上
松
川
・
学
法
石
川
高
２
年
）

・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

永
沼　
瑞
生
（
写
真
右
か
ら
５
番
目
）

　
（
竹
貫
・
学
法
石
川
高
３
年
）

　９月30日、秋の全国交通安全運
動の一環として、仙石地内におい
て交通安全テント村作戦が実施さ
れました。町交通安全母の会の会
員など約20人が参加し、約100台の
車１台１台に交通安全やシートベ
ルトの着用を呼びかけました。

　

10
月
４
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ふ
る
ど
の
荘
」
の

開
所
10
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
ど
の
荘
は
、

平
成
17
年
10
月
に
石
川
福
祉
会
５
番
目
の
施
設
と
し
て
開
所

し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
石
川
町
の
「
ザ
・
如
月
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
入
所
者
の
方
と
一

緒
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
す
る
な
ど
、
10
周
年
を
に
ぎ
や

か
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
紀
の
国  

わ
か
や
ま
国
体

ー 

第
70
回
国
民
体
育
大
会 

ー

出
場
選
手
激
励
会

交通安全を呼びかける副町長

掛田施設長による式辞

演奏する「ザ・如月」のメンバー
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ー
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
ー

戦
没
者
追
悼
式

�

地
域
安
全
の
日
大
会

ー
住
民
総
参
加
で

�

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
ー

　

戦
後
70
年
の
節
目
と
な
る
今
年
、
戦
没
者
追
悼
式

が
10
月
10
日
に
女
性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設
で
開

催
さ
れ
、
遺
族
・
関
係
者
ら
約
１
１
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
３
３
０
余
の
御
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

岡
部
町
長
か
ら
式
辞
、
鈴
木
町
議
会
議
長
、
円
谷
県

議
会
議
員
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

参
列
者
に
よ
る
献
花
の
後
、
水
野
源
治
町
戦
没
者
遺

族
会
会
長
に
よ
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
全
員

で
「
招
魂
の
歌
」
を
歌
い
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域

安
全
の
日
」
大
会
が
、
女
性
・
若
者
等
活
動
促

進
施
設
で
開
催
さ
れ
、
石
川
地
方
の
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
行
わ
れ
た
表
彰
で
は
、
町
か
ら

防
犯
川
柳
の
部
の
優
秀
賞
に
小
川
ト
ヨ
さ
ん
、

佳
作
に
大
竹
フ
ミ
さ
ん
、
防
犯
俳
句
の
部
の
佳

作
に
髙
宮
民
幸
さ
ん
の
３
人
が
受
賞
し
、
防
犯

功
労
者
に
岡
部
稔
さ
ん
、
優
良
防
犯
連
絡
責
任

者
に
矢
内
義
雄
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
石
川
地
区
防

犯
協
会
連
合
会
長
・
石
川
警
察
署
長
連
名
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
古
殿
小
学
校
合
唱

部
・
太
鼓
部
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

古殿町公共工事等の入札結果 　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に
基づき、町発注工事の入札結果（250万円以上）を公表します。

工事等の名称 工事等場所 工事等量 請負額
（円） 工　期 請負業者名

道路改良事業（町単）
町道竹貫愛宕線
測量調査設計業務委託

竹貫字池ノ内地内

測量・調査・設計
業務
路線測量
Ｌ＝0.3㎞

6,480,000 H28.3.31 ㈱日本測地コンサルタント代表取締役　小池　保弘

道路維持補修工事
（防災・安全社会資本整備交付金）
町道松久保鵰巣線

論田字宮ノ前地内

舗装工
Ａ＝1,356.6㎡
Ｌ＝233.0ｍ
Ｗ＝5.0ｍ

13,284,000 H28.1.15 ㈲瀬谷工業代表取締役　矢内　和弥

農道緊急整備事業
（蕨ノ草地区）舗装工事
農道蕨ノ草線

大久田字蕨草地内

舗装工
Ａ＝1,032.7㎡
Ｌ＝262.2ｍ
Ｗ＝4.0ｍ

5,886,000 H27.12.25 ㈲ダイワ建設代表取締役　小浜　大作

林業給水施設（竹貫田給
水施設）
給水管布設替工事

山上字竹貫田地内
延長
1工区  Ｌ＝97.5ｍ
2工区  Ｌ＝19.0ｍ

4,212,000    H28.1.29 ㈱トーホクオカベ代表取締役　岡部　　稔

水野源治町戦没者遺族会会長による謝辞

開会を宣言する町長


